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入力：トランジスタでリレーを駆動する回路を教えてください。
：トランジスタを使用してリレーを駆動する基本的な回路の説明をします。 トランジスタを使用してリレーGPT NPN

を駆動する典型的な方法を示します。

必要な部品:
トランジスタ（例： ）NPN 2N2222

ダイオード（例： ）1N4001
抵抗（例： ）1kΩ
リレー
電源DC

制御信号（例：マイクロコントローラからの 出力）GPIO
回路の説明:
１．トランジスタのベース抵抗 マイクロコントローラの ピンとトランジスタのベース間に の抵抗を接続しま: GPIO 1kΩ
す。この抵抗は、 からの電流を制限し、トランジスタのベース電流を適切な範囲内に保ちます。GPIO

２．トランジスタ トランジスタのコレクタをリレーの一方の端子に、エミッタを に接続します。: NPN GND

３．ダイオード リレーのコイルに接続することで、リレーのコイルからの逆起電力を吸収します。リレーのもう一方: 
の端子にダイオードのアノードを、トランジスタのコレクタに接続されているリレーの端子にダイオードのカソードを接
続します。

４．リレー 既述の通り、リレーの一方の端子はトランジスタのコレクタに、もう一方の端子は電源のプラス側に接: 
続します。

５． 電源 リレーの動作電圧に対応する 電源を使用します。リレーの動作電圧が の場合、 の 電DC : DC 5V 5V DC
源を使用します。

動作:
マイクロコントローラの ピンが に設定されると、トランジスタは になり、リレーのコイルに電流が流れまGPIO HIGH ON
す。この電流により、リレーは動作します。

が に設定されると、トランジスタは になり、リレーのコイルに電流は流れなくなります。リレーはその動GPIO LOW OFF
作を停止します。リレーが動作を停止する際、コイルからの逆起電力はダイオードによってショートされ、回路を
保護します。

注意 実際に回路を組む前に、各部品の仕様や定格を確認してください。特にリレーの電流容量やトランジス: 
タの最大電流、ダイオードの最大逆電流など、適切な部品を選定することが重要です。
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